
















































































































































































































































































































４版では 32 語、第５版では 32 語、第６版で
は 37 語、第７版では 38 語である。（自然科学
の法則ではないものも少しある。）「××効果」
についてみると、第４版では 11 語、第５版で
は 11 語、第６版では 15 語、第７版では 17 語
である。『広辞苑』では、法則、効果について
は、収録語数そのものが増えていることを考慮
しても増えていると言えるだろう。どのような
エポニムが、なぜ加わったのか、興味深い。第
７版で加わったのは、「ハーディ・ワインベル
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科学におけるエポニム
クの法則」「本多・藤嶋効果」「量子ホール効
果」である。
エポニムに対する批判もある。まず、わかり
にくい。スネルの法則といわれても、知らなけ
れば、何の法則かもわからない。だが、屈折の
法則ならなんとかわかる。かつて、周波数の単
位はサイクルだった。サイクルなら周期という
意味だから、わかりやすい。しかし、これがヘ
ルツに変った。ヘルツが何者か知らなければ、
見当もつかない。さらに、欧米人ばかりの名前
が使われているのがいやだという人もいる。
思わぬ誤解の原因にもなる。例えば、授業で
フレミングがペニシリンを発見したという話を
すると、学生のうちの何人かが、あのフレミ
ングの法則を唱えたフレミングと同一人物だ
と誤解するのである。勿論、前者のフレミン
グ（1881－1955）は、細菌学者であり、後者の
フレミング（1849－1945）は、電気工学者であ
る。フレミングの左手・右手の法則は、インパ
クトが強く記憶に残りやすいようだ。なお、フ
レミングは、この法則ばかりで有名だが、この
法則は、教育用に考案したもので、科学的には
それほど重要ではない。彼には二極管の発明な
ど、重要な業績もあるのだ。
そうした批判に対して、エポニムを擁護する
人々もいる。エポニムの人物について知ること
で、科学の世界が無味乾燥な世界ではなく、人
間味にあふれた世界なのだと、科学に親しみを
もつきっかけにもなるだろう。例えば、医学博
士のアリス・ロバーツは次のように述べてい
る。
ちなみに、胆管の終端とそれを取り囲む環
状の筋肉には、それぞれ「ファーター膨大
部」と「オッディ括約筋」という立派な名
前がついています。天文学者が星に自分の
名前をつけるのと同じように、解剖学的部
位にも最初に報告した人の名前のついたも
のがたくさんあります。最近ではこうした
命名法を避ける傾向があり、ファーター膨
大部の正式名称は胆膵管膨大部とされてい
ます。しかし私は、こんな呼び方はつまら
ないと思います。発見者にちなんだ命名
は、体をファンタジーに満ちた『指輪物
語』の世界のように感じさせてくれる、す
ばらしいものです。それに、発見者の名が
もはや後世に伝わらないのは気の毒でも
あります。（アリス・ロバーツ、田沢恭子
訳『アリス博士の人体メディカルツアー　
早死にしないための解剖学入門』フィルム
アート社、2016、103 頁。）
私も、アリス・ロバートほどではないが、エ
ポニムが好きである。科学のエポニムだけでな
く、広くエポニムを好む。特に、興味深いエピ
ソードと共にあるエポニムは、言葉としての含
意が深いので、使いがいがある。例えば、「コ
ロンブスの卵」である。科学上の発見や発明に
は、この語がふさわしい例も少なくない。とこ
ろで、この語については、「英語圏ではあまり
知られていない」という研究が発表されて話題
になったことがある。筆者は、いずれ日本でも
知られなくなるかもしれないと予想もしてい
た。私も小論を書いたが、何を書いたか忘れて
いたのである。今回、意外と面白いテーマであ
ると再認識した。（「『コロンブスの卵』を探す」
『英米文学研究』東洋英和女学院短期大学部英
文科、第 15 号、1995）ぜひ、この小論の続き
を書いてみたい。
2018 年にも、新しいエポニムが登場した。
京都大学岡山天文台に、3.8m 望遠鏡が設定さ
れた。その愛称の公募が行われ、安倍清明にち
なんだ「せいめい」が選ばれたのである。実
は、この天文台の近くの阿倍山で、安倍清明が
観測をしたという言い伝えがあるからだ。今後
は、せいめい望遠鏡と呼ばれるわけで、一般の
人にも親しみやすくなっただろう。今後、こう
したエポニムが増えてゆくかもしれない。
また、エポニムを有効に利用して科学教育を
進めるべきだと考えている。その方法も考察し
ていきたい。完成された無機的な存在として理
解されがちな科学のイメージを変えたい。科学
が大きな存在となった現代において、こうした
教育を通じて、人間の営みとしての科学の理解
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を進めることが必要だと思う。
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